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父親の子育てグループ活動における学翠過程と意識変容

士
口 間亜希子*

しはじめに

子育てという家族の営みの中で，母親に加えもう一人の貴重な担い手である「父親Jが本稿の対

象である。男女共同参画社会が現代的議題であり，子育てに関しでも性別にとらわれることなし

喜ぴも資任も分かち合うという認識は浸透しつつあるだろう。しかし，現実は，性別による役割分

業が著しい。子どもの育ちという点、においても，母親一人の孤独な育児の弊警は大きな社会問題と

してその深刻さを増している。母親の抱える育児期特有のストレスと「父親の育児意識Jは強い相

関関係があることも指摘されているら

父毅自身の子育てに演する望号望をみても，希望と現実の差は大きい。厚生労働省の調査(2003年)2

によると，未就学児のいる家庭の父裁のうち「仕事と家事育児を悶等に重視jしたいと希望してい

る人は 51.6%となっている。だが，こういった希望とは裏腹に，実生活で実現できている父親は

25.9%に過ぎない。また， rどちらかといえば家事・育児を優先したいjという希望をもっ父親は
15.9%いるが，実際に実現できていると感じている父親は， 7.3%にとどまっている。さらに，子ど

もが生まれて，労働時間を減らしたいという希議をもっ父毅は約3翁jいるものの，実現させること

ができたのは 6.5%となっている。このように「子育てに十分時間をかけられないJr休みが取りに
くい，残業が多い」など，職場の無理解や制度・慣例にしばられ，子育てや家族との時陪，地域と

の関わりを持てない父親の実態が浮かびあがっている。人間として自然な営みであり，また，生活

者としての fカjを身につける貴重な機会でもある子育てに父親たちが関われない状況は，決して

放援されたままであってはならない。

今日の日本社会にとって，母親はもちろん，父親の子育て環境を整えることは急務である。中で

も，父親の子育て意識の向上が重要課題であると考える。 2003年，少子化2法案(次世代育成支援

対策主主本法，少子化社会対策基本法)が成立した。これまで主流だった仕事と子育ての隠立を目指

す母親への支援から，父親の働き方を含めた子育て環境の見直しにも重点がおかれた内容になって

いる。しかし，父親を倒人でとらえた場合，育児休業制度があろうとも，少子化間違法案が成立し

ようとも，どれほどの人が仕事の時間を子育ての時間へと振り向けるであろうか。父親の育見休業

11牧野カツ子「乳幼児をもっ母殺の生活とく育児不安>J r家庭教育研究所紀喜寄付小平記念会， 1982年
'UF J総合研究所「子育て支援策等に関する調重量研究報告欝j浮生労働省雇用均等・児童童家庭局委託事業， 2003年3fl
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取得率をみても， 2004年度で，わずか0.56%でしかない子育て環境の整備には，法律や政策を充

実させる点と同時に父親が子育てを我がこととしてとらえ，意識を変革するための契機となる経験

や学びの場が必要なのではないだろうか。

そこで，少数ではあるもの，全国各地に存在する子育てに稜極的に関わっている父殺の子育てグ

ループに注目した。「おやじの会jといった名称で，活動している父親たちはこれまでにない父親像

を提示している。本稿で取り上げる父親グループのメンバーたちは，長時間労働や日本社会に根強

い意識頭での制約の中にあっても，子育てを我がこととして，主体的に活動を継続している。なぜ，

彼らは子育てを自らのこととして関わっていくことができたのであろうか。現代社会の父親たちが

抱える困難，矛盾をどうとらえ，乗り越えることができたのかを，父親の子育てグループから読み

取ることが本稿の諜題である。(なお，本稿では特に，母親の干守党期特有のストレスが強い乳幼児期

に注目しこの王子齢に該当する子を持つ父親の子脊てグループを対象とした)

2.課題と方法

札幌市内においていわゆる「おやじの会Jといった名称のグループ活動は，保脊所，幼稚溺，学

童保育，子ども会，小中学校の保護者など，さまざまな子どもの年齢段階で展開している。だが，

活動総数は少なし保育所で、数ヶ所，幼稚園では 1留のみが正式に活動している。小中学校でも 57

校のうち継続して活動しているグル…プは，半数に満たないと PTA協議会ではみている (2003年

現在)。

グループによって多様な活動を繰り広げているが，特にその内容に注目すると，大きくニつに分

類することがで、きる。まず，親子行事や父親同士の交流を中心としたグループ，学校や留の運営，

教育方針，施設の維持管理をサポートする活動と家族交流を中心とするグ、ルーフ。にわけることがで

きる。本稿では，前者を「親陸型J，後者を f協同裂」として分類する。「親総型jは，父綴と子ど

もの交流，父親隠士の交流をメーンに行事中心の活動内容のグループと定義する。 f協同型jは，子

どもや父親同士の交流に加え，子どもが育つ環境整備や施設運営にも関わり，職員らと共に働き，

支える活動にも重点をおくグループとする。

以上の分類のうえで，父親自らが主体的に子育てに関わるための学習遇税，条件を明らかにする

という筆者の問題意識を踏まえ，幼稚園の中で最も積極的に行事を行い，また父親グループの歴史

の長さや活発な活動実績からH幼稚園「おやじクラブjを取り上げ， r親睦裂jの事例として分析す
るo また，共同保育からスタートし，厳しい保育環境の改善や保育のあり方を顕と親とが共に考え

るという長い歴史をもっY保育関「おやじの会jを「協同型jの事例として抽出し，その実践展開，

3厚生労働省「女性緩局管王聖書毒重量J(5人以上援用する企業主1万社を調査)。同年の女性の育児休業取得本は 70.6%となっ
ている o
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学習過程，意識変容の分析を試みる。

調査は， H幼稚園fおやじクラブjの活動に参加している，あるいは過去に参加していた父親19 

名とY保育鼠「おやじの会Jの活動に参加している，あるいは参加していた父親8名をや心に各国

の関長，元園長，母裁からも聞き取り調査を行った七聞き取り競査とあわせ機関誌等のデータも用

い分析しが。

3.父親グループの麗開通韓

3 -1 r続陸型J，r協同型jの実践展開
く>r毅睦恕JH幼稚関「おやじクラブj
園児数は約360名，その内， rおやじクラブJに入会している父親は， 45名 (2003年 3fl茨在)
である。地域的な条件もあり父親の年齢層は高い。また濁の教育費が比較的高額ということもあり，

安定した職業・収入である父親が多く，母親の多くは専業主婦である。

本項では，親睦裂 fおやじクラブjの展開過程を，その内容から f主主創期J(1991-1993)， r模索
期J(1994-1996)， r発展期J(1997-2002)， r転換期J(2003-) と4つに時期区分した。
「草創期J-設立のきっかけは， 1991年，当時の溺長であったS氏が「家族の終こそ子脊ての要j

という信念もと，その終づくりに父親のカを期待したことから始まった。歯長は閣での教育に加え，

幼稚園の全国組織などの役員を長く務め，日本の教育そのものを見返す視点が求められる立場に

あった。こうした経験が，子育て問題と社会構造，企業戦士になら寄るをえない父毅の問題や，母

親の育鬼函難などが及ぼす影響，そしてその影響をだれよりも子どもが受けてしまうという大きな

問題を窓識する契機となったという。

当時の嵐長の呼びかけに集まった 11名は，父毅同士の交流，父子交流， ~議長や職員との交流をは

じめ，年に一度文化講演会を罷催して，子育てと父殺についての学習にも取り組んだ。

発足当初は，i手毅中心の父母会に対抗して，父親独aの路線を打ち出そうという方向だったが，

鴎長・教泉・父毅・母親の座談会や講演会， 日常の教員，母親との交流などで，父綴だけでなく，

母毅とも匿とも協力しながら子育てしていくことの必要書性を感じるようになり，いつしか父母会の

母親たちと「おやじのクラブ」の父親たちは“率の両輪"として，溜をパックアップしていこうと

いう認識になっていった。

「模索期J-発足以来マネージャーとして会を支えてきた職員のsuさんが退職し停滞気味となる。

会員は増加していたが，行事運営を担当する父毅は少なし特定の会員に負担が集中した。

4開き取り調査は，主に 2003年に行った。
'H幼稚溜 fおやじの会」では，毎年1図 f機関紙おやじJを発行している。

つd
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だが，模索期の最後の年にHPを開設。当時はまだHPの数が少ない上，父親の子育てグループ

活動報告という希少性からマスコミに注目され，数社から耳元材を受けることになる。育児相談メー

ルも寄せられ，強当した父親は，教員をはじめとした専門家に賠い合わせ返答した。また.HPで

独自のアンケート調査を行い，その結果を幹事会の皮に集まった会員に報告した。海外に住む日本

人の父親からも育児相談が寄せられた。こういったHP効果により会員の士気は高まっていった。

そして「模索期j最後の年である 1996年には，初の父子一泊キャンプが開催される。この頃から，

設立当初，重点がおかれていた“父毅と子脊ての学潔"をあまり前面に出すのではなく，“父親も子

どもも楽しめる活動"がクラブの方向性として意識されるようになっていった。

「発差是期J-それまで代表をはじめとする数名が担当していた行事の企画・運営をすべて「担当幹

事昔話!JJに切り替える大転換を行った。担当幹事制の導入により，一部の父親が担っていた負担が分

散し，なおかつ，行事を企画・運営する面白きを多くの父親が体験するきっかけとなった。こうし

て組織としての基盤も繋えられていった。また，会員の父親が呼びかけ，教職員と合同でジェンダー

問題を考える学習会を開催するなどイベントだけではなく，一般的な知識獲得の学務活動も平行し

て行ったが，中心に据えられるものではなかった。

「転換期J-発足 12年を迎え，会員数に大きな変動はないもの，活動の担い手不足など組織の活カ

低下が深刻化している。また，常に欽猶を伴う打ち合わせや行事に対して一定の規制を設けること

となったが，そのことで活動に距離を置く父親への対応も課題となっている。

「おやじの会のjの年総行事は，春の学年別懇談会(教員を交え学年ごとに父子の交流を行い新

入会員勧誘の機会としている)からはじまり，定期総会，田植え体験，父綴たちがおでんや綿飴を

販売する七タフェスタ(アトラクションとして人気キャラクタ…に扮した父親の仮装パフォ…マン

スが行われる).父と子のキャンプ，ゲーム大会・おやじフェスタ，忘年会，餅っき大会，スキーツ

アー，教員と父親の懇親の場であるジョイントパーティーなどが行われている。この他悶好会活動

として，釣りやドッチボール大会出場，マラソン大会出場など，園とは別のフィールドでも自由な

活動を繰り広げている。

O f協同型」父親グループY保予雪国 fおやじの会」

定員 110名。 1968年共同保育所として務所.1973年新閥会完成と共に認可保育所となる。問所以

来，理想の保育を目指し，保育者，父母ともに努カを続けているが，認可以後も財政状況が厳しい

のは他閣と同様である。入国した父親は，会員が自動的に「おやじの会jの会員となる。ただし，

参加は自由で，中心となる父親は，例年数名-10数名である。メンバーの傾向としては，大学が近

くにあるため，大学教職員が一定数参加している場合が多い。

協同型「おやじの会jもその内容から「設立前J(1968-). r草創期J(1988). r発展期J(1990年

14-
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代)， r転換期j(2003-) と時期区分した。
f設立前J-設立には，閣の懸史と嵐長(当時)の保育に対する考え方が深〈欝わっている。 1968

年に開設した当待は，全菌的にも実践例の少ない産休明け保育に取り組みスタートを切った。その

後，認可保育関に向けての運動がはじまる。保育土らと連動して，父母も認可を求める署名運動に

奔走した。このころはまだ母親が遼動の中心だったが，頻繁に行われる閣と父母会の話し合いを通

じて，次第に父親も子育てを巡る問題を身近なこととしてとらえるようになっていった。

1980年代に入り，それまで保育園にあまり姿を見せなかった父親達が次第に送迎を担当するよう

になった。さらに，子育てを「母毅だけにやらせるのはずるい，もっと子どもとかかわりたいjと

考える父親Zさんが入国，溜長の思いとつながり，その後，父親の子育て意識が少しずつ変化して

いくきっかけとなる。

この間，関長は，父親の子育ての重要性について訴をみて(例えば父母の学習会や父母との連絡

帳など)，さりげなく伝えていた。決して，こぶしを振り上げて訴えてきたわけではないが，父親た

ちに静かに，その思いが伝わっていったといえるだろう。

父親Zさんは，歴代，母親が会長を務めていた父母会の初代男性会長に就く。その中で，父親懇

談会を企画したり，父親と子どもが遊ぶ場として日本の伝統遊びを楽しむ企画を実行している。父

親懇談会では，他の父殺の家庭での生活，子どもとのかかわりがざっくばらんに話された。最初の

頃は，参加者が少なかった父親懇談会も，子育てに興味がある父親同士ということで話が弾み，次

第に参加者が増えていった。

こういった流れを受け， 1988年に正式に「おやじの会jが発足した。

f箪創期J-発足当時を知る父毅SAさんは， r母親とは違う郷商を打ち出そうj，r父親同士の交流
もしたいj，r保育濁のために侭か役に立ちたいJといった父親たちの思いがあったと語る。
f発展期J-父裁の子育てグループは，まだ全国的にも珍らしかったため，マスコミや保育関係者

の注目を集めた。父親たちは新聞のインタビューや札幌市内のフリーペーパーに侭度も登場するこ

とになる o また，この取材が縁となり，フリーペーパーのコラムを担当したり，保健所の子育て講

座で，講師の依頼を受けるなど活動の場が広がっていった。

「転換期J-90年代は活発に活動してきたが， 2003年，中心となって活躍してきたメンバー数名が

卒劉となる。中心メンバーが卒間後，穣磁的に参加する父殺が増えず，活動が停滞気味となる。ま

た，ひとり親世帯の増加などにより， rおやじの会jという名称に違和感をもっ親もいる。会として
は今後，解決していかなければならない課題として意識し，キャンブの名称をこれまで、使っていた

父親という言葉を避け，ファミリーキャンプという名称に切り替えた。

年間行事としては，歓迎会(交流会)，ソフトボール大会(圏内の綴駿を目的に子ども，保育士，

父母， OBによりチームを結成。ゲーム終了後は，バーベキューで、交流するのが，t1訪日)，夏祭り(ビー

伊
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ルパーティー)，サマーキャンプ，バザー，あつかんパーティー(父親が得意料理をそ子と妥，職員に

振舞う日)が行われている。

また，父親同士の交流活動として，サッカーやフットサルの問主子会もある。年に 2-3回，父毅

間一土の飲み会もある。キャンプや悶好会以外の行事は，母親や子どもをf誉めた家族会員で楽しむ場

となっているのが特徴だ。この他に，簡易プールの設置・撤収，国療の改修や雑草刈り，園舎の補

修なども行っている。

これらの活動とは測に，保育合研などに保育者や母親だけでなく，父親が参加することもあり，

他図での取り組みや，保育の言葉題などを学ぶ機会がある。父母会などでも親の学欝会が定期的に関

かれている。

4.学習過桓と意識変容

次に，子育てグループに関わった父親たちの子育て観や子育て行動の変化とその契機を考察する。

父親たちは，どのような学ぴの中で子育て意識・行動を変容させていくのであろうか。子育てグルー

プ活動に関わること，それ自体，父親の子脊て行動にとっては大きな契機ともいえるが，積極的・

主体的に関わる父裁がそこへいたるまでの過程を明らかにすることで， r親陸型jr協同型jに共通
の契機を見出したい。方法としてまず実践内容に焦点をあて，どういった活動が父親の意識・行動

に影響を及ぼすのかをみていく。

4-1 意識変容の契機となった実践

聞き取り調査と資料から，父親の子育て意識変化の契機と関係が深いと考えられる実践として次

の6点を抽出した。まず第 1に f仮装パフォー?ンスj，第2に「料理を振舞う経験j，第3に「宿

泊行事j，第4に「飲食を伴う交流j，第5に「幼稚園教諭・保育士と父毅の交流j，第6に fグルー

プ。外への発信jである。以下，この 6つの要素と意識変容について考察する。

a)仮装ノfフォーマンス(この項尽のみ協同型「おやじの会Jに該当する活動はない)

親睦型「おやじクラフコの場合，父親が活動に意欲的になるもっとも大きなきっかけ作りの役割

を果たしてきた行事が f七タフェスタ」の仮装ノfフォーマンスである。この行事では，父親数名が

毎年仮装してステージでパフォーマンスを繰り広げる。 fおやじクラブJが年に一回発行している機

関誌からも，仮装に挑戦した父親たちの意識変化が見て取れる。

01996年機関誌「おやじ」第5号より

「秘の子どもは内気で，幼稚協で自分を表現できず，おもしろくないから行きたくないという時がありました。そ

んなとき，七タフェスタのアトラクションで，パイキン?ンの役をやり，これがきっかけで.rおれのお父さんはパ
イキンマンをやったんだぞ!Jと他の子どもに替ったら，皆から「すげーなーお前の父きん」とぎわれ，自信を
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つけました。それから幼稚閣は楽しいから，日曜日も行きたいと誘われ，うれしさがこみあげてきましたJ

第5甥(平成7年度)の代表に就任

01997年機関誌「おやじj第6号より

「七タフェスタでRジューレンジャ…やえfラ7fラへぴを踊った愛護な体験。その時の子どものびっくりした産創立，熔

しい患い出です」 第6英語(平成8年度)の代表に就任

01999年機関誌「おやじj第8号より

「私が入会したきっかけは，会社の取引先の方カ<1，高然おやじクラブに入会しておりれ、も虫役が足りないので協力

してほしい」とのお話しがあり，断りきれずに参加したのが全ての始まりでした。長女が fパパいも虫ゃったんだ

よね。うれしかった。Jという一言が今も心に残っています。まさか幼稚関の行事にいも虫で参加するとは恋っても

いませんでしたが，その時が何となく楽しかったのを覚えていますj 第8期(平成8年度)の代表に就任

以上のように父親たちにとって「仮装パフォーマンスj比“子どもに喜ばれること"による自分

自身の喜びを実感できる場となっている。また， r自らも気づかぬ一部j，r能力Jを発見する場でも
あり，企業社会で震視される効率とはまったく無縁の行為にも価値があることを身をもって実感す

る場でもある。仮装パフォーマンスを経験した父親は，後に会の活動に積極的になり，最終的に代

表に競任するというケースが多いのもそのためであろう。

b)料理を振舞う経験

親睦塑「おやじの会」の「七タフェスタJでは，おでんや綴飴を販売して，その収益金の一部を

隠の花火大会への協賛として寄付している。また fスノーフェスタJでは豚汁を作り，収益金は餅

っき大会などに使われている。いずれも材料の仕入れから仕込み，販売，後片付けまですべて父親

たちの手によって行われている。機関誌「おやじJでは，父殺の喜びや生き主主きした姿が記されて

いる。

「七タフェスタでの綿あめ作りで，子どもたちがとぎれる事のないつらさが最高の思い出ですj，r七
タフェスタおやじの応，綿あめ体験コーナー 子どもたちの喜ぶ顔を見たら苦労もふっとぶj，r七
タフェスタではおでん作り，スノーフェスタではぶた汁作りに参加している姿を見て，子ども達は

『パパ，お料理の達人だ』と尊敬，野菜嫌いの息子もブタ汁だけは食べるようになりました(スゴ

イ)0-母殺の感想よりj，r今年で5溜自の参加となる o 1回Bの時は現爵児の子どもが主主まれたば
かりで，手伝う余裕もなかったが 2年目 3年目は息子を背負って綿あめを作った記憶がある。み

そおでんの仕込みも綿あめ作りも慣れたものである。まかない用に大根貰ってきて煮ょうか…

なんぞという余裕すらあるj

一方の協同型「おやじの会Jでは， 1996年から fあつかんノfーティーJが関かれている。当日は，

父親たちが翼い物をして，各々自慢の料理をつくる。子どもや母親，職長もその料理を楽しむ。料

理上手な父親は，料理に不慣れな父親へ，料理の手ほどきを行う。子ども達も父親に混じって手伝

いをする。あつかんパーティーの収益は，簡易プールや間庭修理の資金として提供している。また

餅っき大会用の杵と臼やたい焼き器を購入したり，歯児が自由に借りることができる貸し出し文庫

開設のための絵本購入資金として寄付もされている。

円
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父毅遼は料理を振舞った経験を f純粋に喜んで、もらえることがうれしい。あまり，函と向かつて

家族や他の人から感謝されたり，感謝の言葉をかけられる機会はないので，張り切りましたjと振

り返る。

c)宿泊行事

親睦型fおやじクラブjの場合，宿泊を伴う行事として「ネイチャースクールjや「スキーツアーJ

などがある。基本的には父親と子どもだけの宿泊行事で，母親のいない空間で過ごす父子の時間と

なっている。

宿泊行事に参加した子どもの声(機関誌「おやじJより)や父親の声を以下に紹介する。

「ネイチャースクールJに参加した父親の感想 ~開き取りより~

「子どもと 2人，キャンプなどで外出すれば，母親もフリーな時間ができ，そういう機会をつくっ

てあげられるというところの意味合いはあると感じています。父親にとっては，子どもと一緒に遊

べる時間をつくることになり，双方にメリットがありますねJ

f朝，起きたとき，子どもに侭をしていいのかわからないお父さんもいます。でも，燐で手際よく

子供の身支度をしているお父さんがいると，見ょう見まねでちゃんとできるようになるんで

すJ

「上の子どもが幼稚園だと，下の子はまだオムツが取れていない場合もありますが，そんな小さな

子どもも一緒に連れて参加する父親もいます。勇気があるなと思いますが。小さい子の中には，夜

通し泣いている子もいて，大変そうですが，なんとかやっていましたJ

「夜遅くに焼き鳥やエビ，員なんかを焼きながら酒を飲んで，たわいのない話をできるのがいいで、

すね。この時間を共有すると本当に仲良くなれて，裂11路や東京に転勤した父親も，わざわざキャン

プのためだけに札幌に来たりするんですよ」

協向型「おやじの会jでも向様の感想が語られている。~聞き取りより~

「キャンプなどによって自分の子だけでなく，他の子の商倒もまとめて見ることができるようにな

りました。また私が自分の子どもをみていなくても他の父親が必ず見ていてくれますから，安心し

て任せられますj

「キャンフ。に行ったり交流すると父親問土日中間jだという窓識が生まれます。父親の仲がよいと

子どもも仲よくなりいい方向に進みます。信頼関係が生まれるとよその子も叱れるようになりまし

たj

「一年に…度ぐらい母親が育児から解放される時間をつくろうという発想、ではじめたんで、すが，自

分自身にとっても，子どもにとっても貴重な経験になりましたJ

宿泊行事の目的として母親の子育て負拐の軽減は当初から主主識されている。子育て力量まという点

では，他の子どもの面倒を見られるようになったり，他の予を叱れるようになるための，親同士の

f中間意識，信頼関係の構築に宿泊行事は貢献しているといえるだろう。また一晩子どもと過ごすと
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いう体験は，他の父親を見本として，子どもと接する技術や遊び方を学ぴ，また我が子だけでなく，

他の子どもと遊ぶことの楽しさを知る機会や子育ての大変さを知る機会となっている。子どもに

とっても現代社会では難しい異年齢集団での遊ひかを経験する機会になっている。

d)欽食を伴う交流

続犠裂 fおやじクラブjでは，打ち合わせや親睦を目的に頻繁に飲食を伴う交流を行っているo

f 自分の子より，少し年齢が上の予のお父さんのアドバイスはためになります。侭歳になるとこう

なって，父親もこういうふうに接すればいいのかなと，なんとなく子育ての手本になるところがい

いですねJ

f会社では子どもの話はできませんが，おやじクラブなら思いっきり親ばかになって子どもの話が

できる，それがいいですね。子どものことだけで何時間も話ができるんですよj

「幹事会にでるようになって子育て意識が変わっていったと怠います。子ども遠の情報ももらえる

し，子どもへの対処の仕方もそれぞれ違うので，その点を開けるのもよかったです。私自身のスト

レス解消にもなりますし，巽業穣交流になる点、もいいですねj

「お沼を飲みながらの議論の場が子育ての意識を変化させる契機でした。利害関係のない父親たち

が子ども逮にどう関わっていくかということを話合うところがいいj

協同型「おやじの会Jでは，王手に 1-2固いわゆる「飲み会」が跨かれている。共働き家庭のた

め， r親睦型jのように頻繁に飲み会を弱いてはいない。 Y保育障の場合，飲食を伴う交流は，例え
ば歯庭の補修，プールの撤収などの作業後，家族会員参加でバーベキューをするという形式が多いO

R幼稚園は父親同士の交流が多いが， Y保育園のおやじの会は家族交流がメーンとなっている。

「家族交流をすると，よその家庭の子脊てを知る機会になり参考になりますし，殺が仲良くすると，

子どももすぐに仲良くなりますj

fお父さん同士もそうですが，お母さんも家族交流をすると変わります。母親一入でもがんばらな

くていいんだーーという風にJ

共通している点は，飲食を伴7交流は，父親達が親密な関係を築くための最も効果的な場となっ

ていることである。聞き取り競査を行った父親たちは，月守番きを気にしない関係，業穏の違う人と

の交流に意義を見出していた。 f子どもJというつながりだけの付き合いは，建前でない本音の付き

合いを容易にし，仕事のストレス発散の場としても機能していた。これは，現代社会では子育てと

いうプライベートな事を心護きなく話せる場は父親にはほとんどないことを示しているといえるだ

ろう oそして，何よりもそれまで手探りだった父親の子育てがモデルとなる先輩父裁との交流によっ

て，自己の子育てへの確信につながっている点を見出すことができる。また，母親にとっても意識

変容の場として機能している。

e)障の教員と父親の交流

親陸型「おやじクラブJの父親は「閣に頻繁に行くようになり，先生たちのがんばり，子どもた
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ちを思う気持ちを知りました。それで、自分も協力したいと思うようになりましたj.I活動を通じて，

先生たちの顔と名前が一致するようになり，婆との共通の会話か増えましたj.I若々しい先生たち

と交流することが純粋に楽しいですねJと諮る。

また，協同裂の「おやじの会Jの父親たちも「先生たちとは，活動を過して日常的に関わりがあ

りますから，子どものことや普通の会話もしやすく，身近な存夜という感じですj.r一緒に対市交
渉をしたりするのは大変ですが，子どもの問題を知る機会になっていますj.r先生に芦を掛けても
らって，一緒に保育合研に出席しました。 他のマチのおやじの会の活動に臨分刺激を受けて帰って

きました」と，教員との交流の意義を強調する。日頃，行事などで教員と交流し，互いに顔や名前

が一致する関係を築いている父親たちにとって，教員との交流は，子育て意識の変容の契機となっ

ているといえるだろう。

f)外部への発信

HPの開設，マスコミからの取材，コラムの執筆，子脊て講師としての活動など，外部への発信

は.I親睦型jr協同型J共に，子育て意識・カ蚤形成という商での高まりはもちろん，グループ活
動継続という点でも主義要な婆素となっている。

<意識変容の契機となった実銭における 5婆素>

これらの笑践内容を踏まえ，父親グループ。活動に欠かせない要素として以下の5項目に注目した。

(図1)

①待問の共有と②非日常から生まれる→③解放，④(親密な)他者からの評価による→⑤達成感

極極極量・匝画

(主;み〕[151L;:]
(斗)

(日
|解紋| -知らなかった自己の発見

~ 1 I親睦型JI協同重注j 共通の5婆索
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この 5つの要素を例えば f宿泊行事jでみるならば，まず仕事と家庭という 2つの空間で生活し

ていた父親が，キャンプという「非日常Jの空間で， 日常的には母殺がメーンとなって関わってい

る子どもに対して，母親へのサポートという立場ではない第1次責任者として対応するとい「非日

常」を経験する。そして， r時隠の共有」によって，父親i可士の信頼関係と子どもとのより綴筏な関
係を築くこととなる。さらに，子育ての葉任者として関わる事の苦労を知る。また，ここでは，先

輩父親，父親仲間から，いわゆる見ょっ見まねの学びがある。これらの「時間の共有」によって生

まれた父親問士，父と子の信頼感や親密感は，父裁にとって居心地のよい空間となり，仕事や肩書

き，ジェンダーといったものからの「解放Jを生む。 仕事の場で求められるような効率とは別の次

元の経験，新たな関係性の創造が実践の要となっている。また，子育てグループρに積極的に関わる

ことにより，仕事上で出会う他者とは違う，子ども，妥，簡の職員，父親仲間という親密な他者を

生み出す。そしてその親密な f他者の評価jは，父親の子育てカ蚤の向上，子育て意識の向上の原

動力となっている o

4 2 父親の意識変容

前項では，意識変容の契機となる実践について考察したが，次に「親睦型J，r協同型J別に父親
の意識変容を見ていくと，それぞれ以下の共通項をあげることができる。

箇親睦型の共通項~親陸型「おやじクラブ」の父親たちに共通する契機は，父親同士の交流によ

る楽しき，父親と子どもの時間を共有することの楽しさが，もっと子育てに関わっていこうという

意識を生み出す点である。仕事とは別の空間・居場所を得，これまでの暮らしにはなかった解放感

を味わった父親たちは，イ士事中心であった暮らしを大きく変化させている。また一泊キャンブなど

を通して，子育ての喜子ぴと間待に子育ての大変さを知ることで，委が育児から解放される時間の必

要性も感じ取っている点も確認できた。さらに，我が子に対するに保育者の精一杯の働きかけを実

際に尽にしたことが， r留の役に立ちたいjという思いに歪り，行動へとむすびついていた。
この他，性別役割分業を肯定する父親たちをも巻き込んで、実践が展隠している点、にも注目したい。

「子育ては女の仕事Jと語っていた父親であっても，解放される居場所をつくり，父親仲間や子ど

もと時間を共有する仕掛けをつくることによって，母親の仕事と思っていた子育てに関わり，母親

の仕事と思っていた料理にも自然に取り級み，裁としてのカ量を高めることにつながっていた。

隆協同裂の共通項~協関恕「おやじの会Jの父親たちに共通する意識変容の項目は，閣との f協

同jの関係であろう。協向型の場合，親臨裂で確認できた項目に加え，閣に関することを協同で行

うことの意味を認識している。また，全ての父親ではないものの，我が子の子育て問題は，社会全

体の問題であることを把握している点、もあげられる。閣とともに遂営に関わり，父母会などの議論

に参加することは，共働きという'忙しい暮らしの中では，負担感も大きいが，続として得られるも

のも大きいと父親たちは評備する。父親らの「親としても脊ててもらった」という言葉や「行政へ

21 



社会教育研究第24~予 2006

の働きかけは大変ですし，践の草むしりなんかも業者にお金を払ってやってもらえば済むことかも

しれませんが，親も子も先生たちもみんなで協カしてやるのがいいんです」という言葉は，協同型

特有の意義を伝えている。また，父親だけの交流に加え，家族全員が参加して楽しむ時間が多い点

も特色だ。父親も母親も子どもも交流もすることで，新たな家族ぐるみの付き合いが生まれている。

さらに，家族交流は，子どもの送迎だけでは知りえない子育てや家事に対する考え方やそれぞれの

方法を知る機会となり，自らの子育て・家鞘子動を振り返る契機となっている。

5. まとめ

子脊てを我がこととして主体的に関わる父親を生み出すための，どのような特質が父親の子育て

グループに存夜しているのか。以下の 7点を指摘できるものと考える。

1.子育てそのものの楽しさを実感することによる動機付け。いわゆる“楽しさ"がさらに子育

てに関わっていこうという意識を生み出す。

2.父毅としてのカを発揮できる場の設定。

3.父親としての仲間づくり。仕事を離れたしがらみの無い新たな友人関係の構築。

4.先輩父親との交流による見返しをもった子脊てカ震の獲得。不必要な不安の解消。

5.身をもって体験し自にすることによる「妥の苦労J.r教員の努力Jに対する気づき G 共感的な
理解から展関する主体的な子育て意識の芽生え。

6.性別役割分業の自然な(あるいは無意識の内の)克服。

7. (特に協同裂において)現代社会における子育て課題の意識化と課題の克服に向け自ら行動

する力量の獲得。

現代社会の父親の多くは.r仕事」に非常に高いウェートを震いた暮らしを送っている。意、識の面
でも子育てや家事を行いにくい社会であることは明らかであるが，子どもというつながりが生み出

す新たな人間関係と殺として活躍する場があれば，父親たちは予想をはるかに超えるカを発揮する。

父親たちはこれまでとは異なる新たな関係性や価値観を獲得することによって，仕事中心の生活を

大きく変化させている。子育ての学びは机上のものだけではない。いわゆる体験による子育て学留

の側頭が父親グル…フ。の最も評価できる点ではないだろうか。さらに性別役割分業を常定する父親

をも巻き込んで、実践が展開している点も重姿である。日常，子育てや家事は女の仕事と考えている

父親であっても，グループ活動に参加することで，子育ての経験を自然な形で積んでいる。

「親睦裂Jr協同裂」に共通する父毅グループの特質に加え.r協同型」おやじの会において，特
に顕著な特質として.r子どもだけでなく，親も“育ち合っている"ことを実感しているJ点があげ
られる。保育者と父母とが一緒に濁を支えていくという活動によって，父栽たちはわが子の子育て

課題が個人的な対応、だけで解決するものではなく，社会全体の諜題でもあることを認識していく。
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さらに，一部ではあるものの現代的な子育て課題に対して，自ら行動する力量を獲得している様子

もみてとれる。卒溺後，学主主保育において活躍する父親も少なくない。卒医した父親たちは， r子ど
ものことは，仲間をつくらないといいものができないということをおやじの会で学んだので，学童

保育でも心がけましたJ，rおやじの会や学業保育の活動を過して思うのは，人間は人間の中で、育っ
ていくということです」と語る。閣での議論，課題を克服していく経験は，学童保育といった子育

ての次のステージにおいてもカを発揮する基礎となっている。「親陸型」おやじクラブにおいては，

f協同型」ほど子育てを取り巻く社会的な課題をわがこととしてとらえる契機は少ないといえる。

父親の子育てグ、ループ。は，現代社会が抱える子育て課題を見通した場合，どのような意味をもつ

であろうか。根強い企業文化，性別役割分業意識に対して，これまで多くの女性たちが問題を提起

し活動してきた。だが，男性たちの意識変革は進んで、いるとは雪いがたい。“女性が学び，女性が変

われば男性も変わる“という図式だけでは，社会会体の子育て意識の変革は難しいだろう。子育て

の課題は， r子どもと母親の諜題jではない。父親を含めた社会全体の課題である。子育てという
みを母親だけで行うことは，大きな困難を伴う。 ffi難の解決には，まず綴である父裁が子育てを我

がこととして，とらえる社会にならなければならないだろう。父親が経数を返して主体的な子育て

意識を形成することができるならば，子育て罰難な社会を変革する大きな一歩となるだろう。
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